
外来経口抗がん剤服用患者への
電話服薬支援、病薬連携にて皮膚症状が改善し
患者QOLの改善に繋がった一例
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電話服薬支援

服薬状況の確認

副作用発現状況の確認

生活指導

服薬状況の報告

副作用評価の共有通院



電話服薬支援ツール

説明同意書
お薬手帳用

チェックリスト

メーカー資材



この前から抗がん剤（タグリッソ）
を始めたのですが、いろんな副作用
が出るって聞くし不安です。

電話服薬支援の提案

支援のきっかけ
タグリッソ®錠服用開始よりDay21



症例の概要

• ７０代 女性

• 肺腺癌 ステージⅣ

• タグリッソ®錠80mg

１日１回 朝食後

入院にて導入

• 津島市民病院の呼吸器科、
皮膚科に通院中

• １０年ほど当薬局を利用

【併用薬】

• アムロジピン口腔内崩壊錠2.5mg

• プラバスタチンNa錠5mg

• ブロチゾラム口腔内崩壊錠0.25mg

• アルファカルシドールカプセル1μg

• メコバラミン錠500μg

• リセドロン酸Na錠17.5mg

• ミノサイクリン錠50mg

• ヘパリン類似物質ローション0.3％



タグリッソ®錠８０mgの副作用

【頻度が高いもの】
（10％以上）

皮膚乾燥・湿疹、

発疹・ざ瘡、爪囲炎、

下痢、口内炎

【重篤なもの】

・間質性肺疾患

息切れ、咳、発熱など

間質性肺炎の初期症状に注意が必要

致死的な経過をたどる
可能性がある



電話服薬支援での指導内容の一幕
タグリッソ®錠８０mg服用開始よりDay39

息切れ、発熱、咳などの症状や、困ってい
る症状はございませんでしょうか？

発熱、咳はありませんが、息切れは以前か
らあります。息切れがあったら連絡するよ
うに言われていますが、どの程度で連絡す
ればいいのか、迷ってしまいます。

息切れ、発熱、咳などは間質性肺疾患の初
期症状である可能性があります。普段より
強い息切れを感じたり、発熱や咳を伴った
場合は、迷わず受診してください。

息切れ、発熱、咳などは間質性肺疾患の初
期症状である可能性があります。普段より
強い息切れを感じたり、発熱や咳を伴った
場合は、迷わず受診してください。



Day53来局相談

足や肩がこんなことになったんです
が、薬の影響でしょうか？
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Day53来局相談

足や肩がこんなことになったんです
が、薬の影響でしょうか？

Day53右下肢

線状の紅斑

皮膚乾燥

Day64右肩



公衆浴場に通う日課がある。

人目が気になる。見た目が苦痛。

QOL
低下

Day53来局相談



保湿の徹底を指導

ヘパリン類似物質ローション
塗布の適切量、塗布回数の増加

Day53来局相談



薬局薬剤師による、病院医師や
病院薬剤師へ相談する許可の確認

わかりました。お願いします。

医師 薬剤師

Day53来局相談



病院へ相談



病院薬剤師



保湿の徹底

病院薬剤師
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保湿の徹底

病院薬剤師

線状の紅斑は、皮膚乾燥が
強くなると、でてくること
がある症状です。保湿の徹
底でいいでしょう。

皮膚科医



Day91来局 皮膚科受診

写真見ました。
保湿の徹底を
続けるように。

安心できました。



Day91来局 皮膚科受診

写真見ました。
保湿の徹底を
続けるように。

安心できました。薬局と病院でフォローしてもらえる
安心感を実感。



Day91来局 皮膚科受診

写真見ました。
保湿の徹底を
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右下肢比較

Day53右下肢 Day78右下肢



Day140来局

もうすっかり良くなりました。

公衆浴場への日課も継続

QOL
改善
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右肩比較

Day64右肩 Day78右肩 Day140右肩



タグリッソ服用日数 症例の経過

Day21 来局時、抗がん剤への不安を訴える

Day39 初回、電話服薬支援の実施

Day53 処方箋なく来局され、皮膚症状について相談

Day78 右下肢皮膚症状が改善

Day91 皮膚科受診、連携による安心感を実感されている

Day140 右肩皮膚症状が改善

Day170 症状進行により抗がん剤の変更となる

本症例の経過



まとめ

• 電話服薬支援は、患者さんにより寄り添うため
の方法として効果的であった。

• 病薬連携することで、患者さんに安心感をあた
えることができた。

• 重篤な副作用に該当しないが、患者QOLを低
下させる副作用を起こすことがある。患者の
QOLを改善するためには、患者に寄り添った
薬局薬剤師のアプローチが重要と考える。


